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図9　含元殿の平面復元図　（16）より 図11　含元殿の龍尾道改造以後の復元鳥巨敢図
　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）より
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　　　　　　　e　　　　　　　］瞭
図10　含元殿遺跡の平面図と断面図　（18）より
　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　tU
図12　奈良時代前半の大極殿院（左）
　　　と恭仁遷都中の大極殿院（右）
　　　　　　　　　　　　　　　（22）より
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